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主
催

開
会
あ
い
さ
つ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
技
術
評
価
応
用
庁
副
長
官
タ
タ
ン
・
ア
フ
マ
ッ
ド
・
タ
ウ
フ
ィ
ッ
ク
氏

在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
次
席
公
使
進
藤
雄
介
氏

　経済産業省は１月 日、インドネシアの首都ジャカルタで「イン
ドネシア―日本、新しいパートナーシップシンポジウム」を開い
た。インドネシアでは良好な日イ関係を築く基礎を築いた戦後賠償
留学生が高齢化。政府要人も従来の日本留学生から欧米留学経験者
が主流となる中、次世代を担うインドネシア政府関係者や実業家と
の関係強化が喫緊の課題となっている。同シンポでは両国の産官学
関係者約 人が次世代のパートナーシップ強化に向けた議論を展
開。今後の両国関係のカギを握る貴重な場となった。

「
人
と
人
」
「
心
と
心
」
を
つ
な
ぐ
場
へ

ガ
ル
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
航
空
会
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ア
リ
フ
・
ウ
ィ
ボ
ウ
ォ
氏

在
メ
ダ
ン
日
本
国
総
領
事
濱
田
雄
二
氏

ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ
大
学
学
長
オ
ロ
ア
ン
Ｐ
シ
ア
ハ
ア
ン
氏
．

「潜在力」に期待 基調講演

技
術
・
人
へ
の
投
資
カ
ギ

　
基
調
講
演
で
は
ガ
ル
ー
ダ
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
航
空
会
社
ア
リ
フ
・

ウ
ィ
ボ
ウ
ォ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ス
マ
ト
ラ

島
の
在
メ
ダ
ン
日
本
国
総
領
事
館

濱
田
雄
二
総
領
事
、
ダ
ル
マ
プ
ル

サ
ダ
大
オ
ロ
ア
ン
　Ｐ．

シ
ア
ハ

ア
ン
学
長
が
壇
上
に
立
っ
た
。

◇

　
ウ
ィ
ボ
ウ
ォ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
ガ
ル
ー

ダ
航
空
が

年
以
上
前
か
ら
日
本

就
航
便
を
持
っ
て
お
り
、
現
在
も

羽
田
と
成
田
か
ら
バ
リ
島
と
ジ
ャ

カ
ル
タ
に
向
け
、
毎
日
就
航
し
て

い
る
と
紹
介
。
「
両
国
の
経
済
関

係
強
化
に
基
づ
き
、
将
来
は
東

京
、
大
阪
以
外
の
都
市
に
も
就
航

さ
せ
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
た
。

　
日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

国
別
輸
出
で
１
位
、
輸
入
で
３
位

を
占
め
、
経
済
的
に
深
い
関
係
を

持
つ
。

年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
訪
日
客
は
前
年
比

％
増
の

万
人
を
突
破
し
た
。
日
本
か
ら

の
訪
問
客
も

万
人
に
増
え
て
お

り
「
ガ
ル
ー
ダ
航
空
に
と
っ
て
日

本
は
非
常
に
重
要
な
就
航
地
で
あ

る
。
日
イ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

や
協
力
関
係
を
強
化
す
る
一
助
と

な
れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
語
っ

た
。

　
濱
田
総
領
事
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

駐
在
歴

年
と
外
務
省
き
っ
て
の

知
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
派
。
「

年
近

い
外
務
省
勤
務
の
結
論
と
し
て
、

天
然
資
源
が
豊
富
な
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
世
界
で
一
番
豊
か
な
国
。
人

的
資
源
の
面
で
も
一
番
潜
在
力
が

あ
る
」
と
語
っ
た
。

　
た
だ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
さ
ら

に
発
展
す
る
に
は
技
術
投
資
と
人

間
へ
の
投
資
と
い
う
二
つ
の
投
資

が
必
要
だ
と
指
摘
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
「
日
本
が
技
術
と
教
育
面

で
協
力
で
き
れ
ば
両
国
の
国
民
に

と
っ
て
利
益
を
生
み
出
せ
る
よ
う

に
な
る
」
と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

民
主
化
と
地
方
分
権
化
の
進
展
に

貢
献
す
る
人
材
育
成
面
で
の
支

援
、
上
総
堀
な
ど
日
本
の
伝
統
技

術
を
駆
使
し
た
淡
水
井
戸
の
建

設
、
有
機
栽
培
技
術
な
ど
で
の
協

力
を
推
奨
し
、
「
日
本
の
技
術
を

投
資
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
環
境

改
善
、
都
市
空
間
の
有
効
利
用
を

進
め
れ
ば
両
国
に
明
る
い
未
来
が

あ
る
」
と
訴
え
た
。

　
京
都
大
で
冶
金
工
学
を
学
ん
だ

経
験
を
持
つ
シ
ア
ハ
ア
ン
学
長
も

「
日
イ
関
係
は
非
常
に
特
別
な
も

の
で
、
特
別
な
潜
在
能
力
が
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
ダ

ル
マ
プ
ル
サ
ダ
大
が
元
日
本
留
学

生
が
立
ち
上
げ
た
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
大
学
で
日
イ
関
係
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
「
世
界

情
勢
が
複
雑
化
す
る
中
、
い
か
に

人
と
人
と
の
関
係
を
築
い
て
相
互

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
尽
き

る
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
意
味
で

年
以
上
続
い
て

き
た
日
本
留
学
生
な
ど
を
通
じ
た

日
イ
の
人
的
交
流
が
今
後
の
関
係

強
化
の
カ
ギ
を
握
る
と
す
る
。

「
心
と
心
の
関
係
」
を
続
け
る
た

め
に
も
、
個
人
レ
ベ
ル
の
関
係
だ

け
で
は
な
く
同
窓
会
や
友
好
協
会

な
ど
組
織
レ
ベ
ル
で
友
好
関
係
を

築
く
こ
と
が
、
両
国
の
友
好
強
化

に
不
可
欠
と
し
た
。

レセプション

ス
ト
ー
リ
ー
や
思
い
集
め
て
融
合
／
ゴ
ミ
拾
い
活
動
社
会
の
良
い
手
本
に

％
で
満
足
し
な
い
人
材
育
成
を

　
第
２
部
の
経
済
分
科
会
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
が
共

に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
課
題

と
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
、日

イ
の
産
学
関
係
者
４
人
が
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

中
小
企
業
振
興
な
ど
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
研
究
に

年
以
上
携
わ

る
日
本
貿
易
振
興
機
構

ジ
ェ

ト
ロ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
松
井
和
久

氏
を
進
行
役
に
、
経
済
を
通
じ

た
日
イ
の
協
力
関
係
に
つ
い
て

熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

経
済
分
科
会

政
府
分
科
会

　第２部の政府分科会では日イの
政府関係者 名が集いそれぞれの
役職を超え、両国の発展のためど
んな協力の形が考えられるか、自
由な議論が展開された。
　インドネシア側からは日本への
勤務や大学留学経験者を中心とし

た、工業省、財務省、インドネシ
ア技術評価応用庁（ＢＰＰＴ）の
関係者らが出席した。日本側から
は在インドネシアの政府機関の幹
部らが出席した。司会は経済産業
省通商政策局アジア大洋州課永井
春信参事官が務めた。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
日
イ
双
方
か
ら
２
人
ず
つ
参
加

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
参
加

者
は
基
調
講
演
に
続
き
、
京
都
大

学
で
冶
金
工
学
を
学
び
、
現
在
は

元
日
本
留
学
生
が
設
立
し
た
ダ
ル

マ
プ
ル
サ
ダ
大
学
で
学
長
を
務
め

る
オ
ロ
ア
ン
シ
ア
ハ
ア
ン
氏
、三

菱
電
機
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
子
会
社

三
菱
電
機
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ

ャ
ー
を
務
め
る
ト
ビ
シ
ン
ギ
氏
。

　
日
本
側
は
、

年
に
技
術
者
と

し
て
来
イ
し
、

年
か
ら
表
面
処

理
を
担
う
現
地
企
業
シ
ン
ト
ー
・

ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
社
長

を
務
め
る
太
田
誠
一
氏
、
天
然
ゴ

ム
の
生
産
性
向
上
を
テ
ー
マ
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
技
術
評
価
応
用
庁

Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｔ

と
約

年
間
、
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
中
央
研
究
所
研
究
第
４
部
長

の
渡
辺
訓
江
氏
が
参
加
し
た
。

　
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
小
製
造
業

の
競
争
力
強
化
。
太
田
氏
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
若
手
技
術
者
の
レ
ベ

ル
は
日
本
人
と
遜
色
な
い
も
の

の
、
「
日
系
製
造
業
大
手
は
発
注

し
た
製
品
以
上
の
レ
ベ
ル
を
下
請

け
企
業
に
求
め
る
。
だ
が
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
企
業
は
図
面
以
上
の
性

能
を
発
揮
す
る
製
品
を
作
れ
ず
、

高
評
価
を
得
ら
れ
て
い
な
い
」
と

指
摘
す
る
。

　
そ
の
原
因
に
つ
い
て
オ
ロ
ア
ン

氏
は
「
大
企
業
が
下
請
け
企
業
を

教
育
し
て
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く

日
本
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
は
な
い
」
と
話
す
。

　
ト
ビ
氏
も
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
下
請
け
受
注
方
式
の
違
い
を

原
因
に
挙
げ
る
。
下
請
け
企
業
を

持
つ
日
系
企
業
と
違
い
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
一
番
安
い
料
金
を
掲
げ

た
企
業
に
下
請
け
を
発
注
す
る
仕

組
み
が
主
流
だ
か
ら
だ
。

　
松
井
氏
は
「
か
つ
て
の
高
度
成

長
期
に
日
本
は
下
請
け
企
業
を
支

援
す
る
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た

が
、
国
際
競
争
が
厳
し
く
な
っ
た

現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
そ
う
し

た
時
間
的
余
裕
が
な
い
。
安
い
コ

ス
ト
を
求
め
る
べ
く
入
札
制
が
主

流
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
長

期
的
な
人
材
育
成
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
」
と
分
析
す
る
。

　
結
果
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は

％
を
ま
ね
る
こ
と
が
で
き
た
ら

満
足
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

完
全
に
１
０
０
％
の
も
の
を
作
ろ

う
と
い
う
意
識
改
革
が
必
要
」

ト
ビ
氏

と
問
題
提
起
し
た
。

　
こ
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
太

田
氏
は
「
日
系
製
造
業
の
工
場
で

働
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
独
立
し

て
日
系
の
下
請
け
を
受
注
す
る
仕

組
み
を
作
る
べ
き
」
と
提
案
す

る
。
日
系
製
造
業
の
品
質
・
納
期

管
理
を
学
ん
だ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

だ
か
ら
こ
そ
、
日
系
製
造
業
の
求

め
る
製
品
を
理
解
で
き
る
か
ら

だ
。

　
オ
ロ
ア
ン
氏
も
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
す
る

日
系
製
造
業
大
手
に
協
力
を
依
頼

し
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
精
神
を

学
ぶ
講
座
を
新
設
し
た
ダ
ル
マ
プ

ル
サ
ダ
大
の
活
動
を
報
告
。
求
め

ら
れ
た
以
上
の
製
品
開
発
を
目
指

す
日
本
の
も
の
づ
く
り
精
神
を
学

生
に
理
解
さ
せ
る
取
り
組
み
を
強

化
す
る
と
し
た
。
渡
辺
氏
も
研
究

者
の
視
点
か
ら
「
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て

人
と
な
り
を
見
極
め
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
交
流
が
不
可

欠
だ
」
と
語
っ
た
。

　
松
井
氏
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

も
の
づ
く
り
を
根
付
か
せ
る
た
め

に
は
、
も
の
づ
く
り
が
好
き
な
人

材
を
ど
う
や
っ
て
各
製
造
現
場
で

作
る
か
が
不
可
欠
。
そ
れ
が

％

で
満
足
し
な
い
人
材
育
成
に
つ
な

が
る
」
と
ま
と
め
た
。

満員のシンポジウム会場
来場者の多くはインドネシア人
会場から真剣な質問（経済分科会）

右
か
ら

じ
ゃ
か
る
た

お
掃
除
ク
ラ
ブ
　
デ
ワ
ン
ト

・
バ
ッ
ク
リ
ー
代
表
＆
起
業

家
バ
ス
メ
レ
河
野
力
樹
氏
。

２
人
を
紹
介
す
る
ジ
ェ
ト
ロ

松
井
和
久
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

じ
ゃ
か
る
た
お
掃
除
ク
ラ

ブ
の
若
者
た
ち

在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使
館

参
事
官

　
池
谷
巌
氏

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
締
め
を
飾
っ

た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
冒
頭
、
在

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
の

池
谷
巌
参
事
官
は
「
両
国
の
関
係

を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
心
が
大
切
だ
と
改
め
て
感

じ
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
日
本
貿
易
振
興
機
構

ジ
ェ
ト

ロ

ジ
ャ
カ
ル
タ
事
務
所
の
富
吉

賢
一
所
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
を

皮
切
り
に
両
国
の
参
加
者
が
会
場

で
語
り
合
い
、
友
好
を
深
め
る
姿

が
随
所
で
見
ら
れ
た
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
地
方
代
表
議
会

Ｄ

Ｐ
Ｄ

第
二
委
員
会
委
員
長
の
パ

ル
リ
ン
ド
ゥ
ン
ガ
ン
・
プ
ル
バ
議

員
は
「
日
イ
の
架
け
橋
と
な
り
た

い
。

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
あ

る

ジ
ャ
ワ
島
だ
け
で
な
く
ス
マ

ト
ラ
島
な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
土

で
、
こ
う
し
た
交
流
会
を
開
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
起

業
家
の
バ
ス
メ
レ
河
野
力
樹
氏
が

自
ら
の
経
歴
を
紹
介
し
た
。
河
野

氏
は
ア
ラ
ブ
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

の
父
と
日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま

れ
た
。
長
野
県
上
田
市
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
豪
州

を
経
て
、
現
在
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
テ
レ
ビ
番
組
で
日
本
文
化
を
紹

介
す
る
な
ど
日
イ
の
架
け
橋
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
「
皆

さ
ん
が
持
つ
ス
ト
ー
リ
ー

や
思
い
を
集
め
て
融
合
し
、
共
有

す
る
こ
と
が
未
来
を
創
る
こ
と
に

不
可
欠
だ
と
訴
え
た
。

　
じ
ゃ
か
る
た
お
掃
除
ク
ラ
ブ
の

デ
ワ
ン
ト
・
バ
ッ
ク
リ
ー
代
表
は

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
街
角
で
ゴ
ミ
拾
い

活
動
を
展
開
す
る
同
ク
ラ
ブ
の
設

立
経
緯
を
説
明
し
た
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
ゴ
ミ
が
至
る
所
で
落
ち
て
い

る
。
こ
の
光
景
に
心
を
痛
め
た
バ

ッ
ク
リ
ー
代
表
は

年
か
ら
日
本

人
の
友
人
と
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め

た
。
「
ポ
イ
捨
て
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
文
化
だ
」
と
い
う
世
論
に
体

を
張
っ
て
反
論
し
た
か
っ
た
か
ら

だ
。
活
動
当
初
は
奇
異
な
目
で
見

て
い
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
民
だ
っ
た

が
、
現
在
は
１
０
０
０
人
以
上
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
ゴ
ミ
拾
い
活

動
に
参
加
。
同
ク
ラ
ブ
を
ま
ね
た

団
体
が
各
地
に
で
き
た
。
「
学
校

や
家
、
職
場
で
良
い
手
本
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
活
動
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
好
き
の
日
本
人
、
日

本
好
き
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
使

命
だ
と
信
じ
て
い
る
」
と
熱
心
に

話
す
バ
ッ
ク
リ
ー
代
表
の
言
葉

が
、
今
後
の
日
イ
関
係
を
強
化
す

る
カ
ギ
と
な
り
そ
う
だ
。

ジ
ェ
ト
ロ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
　
　
　

事
務
所
長

富
吉
賢
一
氏

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
方
代
表
議
会
第

二
委
員
会
委
員
長
　
パ
ル
リ
ン
ド

ゥ
ン
ガ
ン
プ
ル
バ
氏

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
が
共
に
成
長
し
て
ゆ
く
た
め
の
課
題
と
取
り
組
み

パ
ネ
リ
ス
ト

　

　
Ｐ
Ｔ．

シ
ン
ト
ー
・
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
　
社
長
　

太
田
誠
一
　氏

　

株

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
　
中
央
研
究
所
研
究
第
４
部
長
　

渡
辺
訓
江
　氏

　
ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ
大
学
　
学
長
　

オ
ロ
ア
ン
　Ｐ．

シ
ア
ハ
ア
ン
　氏

　
三
菱
電
機
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

株

　

　
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
　
ト
ビ
・
シ
ン
ギ
　氏

司
会

　

　
ジ
ェ
ト
ロ
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

松
井
和
久
　氏

　

　ホテル・ボロブドゥール　ジャカルタで開かれ
たシンポでは在インドネシア日本国大使館の進藤
雄介次席公使、インドネシア技術評価応用庁 Ｂ
ＰＰＴ のタタン・アフマッド・タウフィック副
長官が開会あいさつをした。
　進藤公使は今年で国交樹立 年目を迎えたイン
ドネシアは日本にとって重要なパートナーだとし
た上で、「国際協力銀行 ＪＢＩＣ の調査による
と、中期的に有望と考える事業展開としてインド

ネシアが１位に選ばれた」と述
べ、日本企業によるインドネシ
アへの関心が引き続き高いと指
摘した。
　実際に 年の外国からインド
ネシアへの直接投資額約２兆
億円のうち、日本は約 ％と
１位を占める。一方、インドネ
シアの日本語学習者が 万人と

世界２位。元日本人留学生が設立したダルマプル
サダ大学があるなど、日本という国や文化を理解
した国民が多く、「他に例のない両国の強い友好
関係を感じる」と述べた。
　タウフィック副長官も「２期連続でＢＰＰＴ長
官が元日本留学生。半分以上の職員が日本留学経
験者だ」と、日本での経験、日本との関係がＢＰ
ＰＴの財産となっていると指摘する。
　「インドネシアは若年者の人口が増える。日本
には科学技術がある。この両国
の利点を生かしながらお互いの
利益を生み出す新たな協力関係
の枠組みを築いていかねばなら
ない と呼びかけ ジョコ大統領
が５年以内に国内で複数新設す
る計画を打ち出している科学技
術中核拠点 テクノセンター 建
設などで日本の協力を求めた

後援

（ ） 【特別企画】 ２０１５年 平成２７年 ３月６日 金曜日 　　


